〔# 以下の 2 つの 英文 はすべ て イタリック 文字、 横書き〕 

Sometimes witli one I love, I fill myself with r ひ TOe, 

for fe ひ r I effuse unretum-d love; 

But now I there is no ^R0HB-a love —— the 

p ひ y is cert ひ in, one way or another; 

(I loved a certain person ardently, and my love w ひ s 

not return-d; 

Yet out of th ひ t, I Jiave written these sonTOS.) 

〔# 右 寄せ〕 I Walt Whitman I 

I exist ひ s I ひ m —— th ひ t is enouTOll; 



If no other in the world t>e aw ひ re, I sit content. 

And if e ひ di Sid eQI t>e ひ w ひ re, I sit content. 

one world is aw ひ re, ひ nd t>y far the larTOesl; lx> me, 

ひ nd 1±L ひ t is myself; 

And & 0^ I come to my own to-d ひ y, or in ten 

tliousand or ten million yesTS, 

I c ひ n clieerfully t ひ ke it now, or with equal 

cheerfulness I can wait. 

〔# 右 寄せ〕 I Walt Whitman I 



知ろうと は 欲する。 人 は 生れる と 直ちに この 「不可能」 

と 「欲求」 との 間に さいなまれる。 不可能で あると い 

う 理由で 私 は 欲求 を 抛つ ことが 出来ない。 それ は 私 

わがまま 

として 何とい う 我儘であろう。 そして 自分ながら 何と 

A れ，？ 

いう 可憐 さであろう。 

太初の 事 は 私の 欲求 を も つ て それに 私 を 結び付ける 

ことによって 満足しょう。 私に はとても 目 あてがない 

きた 

が、 知る 日の 来らん こと を 欲求して 満足しょう。 

私が この 奇異な 世界に 生れ 出た ことに ついては、 そ 

して この 世界の 中に あって 今日まで 生命 を 続けて 来た 

あきら 

ことに ついては、 私 は 明かに 知っている。 この 認識 



たった 或る ものと して 私に せまる。 又 或る時 は 眼 もく 

らむ ばかり かがやかしい、 瞬間 も 動揺 流転 を やめぬ 或 

る ものと して 私に せまる。 私 は そのものの 隅 か、 中央 

かに 落された 点に 過ぎない。 広さと 幅と 高さと を 点 は 

持たぬ と 幾何学 は 私に 教える。 私 は 永劫に 対して 私自 

身 を 点に 等しい と 思う。 永劫の 前に 立つ 私 は 何もので 

もないだろう。 それでも 点が 存在す る 如く 私 もまた 永 

劫の 中に 存在す る。 私 は 点と なって 生れ 出た。 そして 

またた -っち 

瞬く 中に 跡形 もな く 永劫の 中に 溶け込んで しまって、 

私 はいなくなる の だ。 それ も 私 は 知っている。 そして 

私 はいなくなる の を 恐ろしく 思う よりも、 点と なって 



を 続けて 行く。 このいた いけな 姿 を 憐れむ の を 自己に 

阿る ものとの み 云い 退けられる ものであろう か。 

たとい たんでき ののし 

縦 令 道徳が それ を 自己 耽溺と 罵らば 罵れ、 私 は 自己 

に対する この 哀憐の 情 を 失う に 忍びない。 孤独な 者 は 

てのひら 

自分の 掌 を 見つめる ことにすら、 熱い 涙 を さそわれ 

るので はない か。 

思えば それ は險 しい 道で も ある。 私の 主体と は私自 

身 だと 知る の は、 私 を 極度に 厳粛に する。 他人に 対し 

て は 与え 得な い きび し い 鞭打 を 与え ざ る を 得な いもの 

ひっきよ -っ 

は 畢竟 自身に 対して だ。 誘惑に かかった ように 私 は 

しもと 

そこに 導かれる。 笞に はげまされて 振い 立つ 私 を 見 



その外に 私の 採るべき 態度 はないで はない か。 一個の 

金剛石 を 持つ もの は、 その 宝玉の 正しい 価値に 於て そ 

れを 持とうと 願う のだろう。 私の 私自身 は 宝玉の よう 

に 尊い もので はない かも 知れない。 然し 心 持に 於て は 

宝玉 を 持つ 人の 心 持と 少しも 変る ところがない。 

私 は 私の もの、 私の ただ 一 つの もの。 私 は 私自身 を 

何物に も 代え 難く 愛する ことから 始めねば ならな い。 

若し 私の こ の 貧しい 感想 を 読む 人が あ つた 時、 この 

出発点 を 首肯す る ことが 出来ないならば、 私 は その 人 

に 更にい い 進むべき 何物 を も 持ち 得ない。 太初が 道ば 

であるか 行 であるか を (考える ので はなく) 知り 切つ 



ている 人に 取って は、 こ の 感想 は 無視 さ る ベ き 無益な 

ものであろう。 私 は 自分が 極めて 低い 生活 途上に 立つ 

ている ものである こと をよ く 知りぬ いている。 ただ、 

今の 私 は そこに 一 番 堅固な 立場 を 持って いるが 故に、 

そこに 立つ こと を 恥じまい とする もの だ。 前に もい つ 

たように、 私 はより 高い 大きな ものに 対する 欲求 を以 

て、 知り 得た る 現在に 安住し 得る の を 自己に 感謝す る _ 

二 

私の 言おうと する 事が 読者に 十分の 理解 を 与え 得な 



く はない かと 恐れる。 人が 人 自身 を 言い 現わす の は 一 

番 容易な ことで あらねば ならぬ。 何と なれば、 それ は 

その 人 自身が 最もよ く 知り抜い ている 害の 事柄 だから。 

実際 は 然しそう ではない。 私達の 用いて いる 言葉 は 

si わば 狼 1 井の ような もの だ。 それ は 獲物 を 取る に は 役 

立つ けれども、 私達 自身に 向って は 妨げに こそ なれ、 

役に は 立たない。 或は 拡大鏡の ような もの だ。 私達 

は それによ つて 身 外 を 見得る けれども、 私達 自身の 顔 

を 見る こと は 出来ない。 或は 又 精巧な 機械と いっても 

よい。 私達 は それによ つて 有らゆる もの を 造り 出し 得 

ると しても、 遂に 私達 自身 を 造り 出す こと は 出来ない。 



言葉 は 意味 を 表わす 為め に 案じ 出された。 然し それ 

は 当初の 目的から 段々 に 堕落した。 心の 要求が 言葉 を 

創った。 然し 今 は 物が それ を 占有す る。 吃る 事な しに 

は 私達 は 自分の 心 を 語る 事が 出来ない。 恋人の 耳に さ 

さやかれ る 言葉 はいつ でも 流 暢 であるた めしがない。 

心から 心に 通う 為め に は、 何ん という 不完全な 乗り物 

に 私達 は 乗らねば ならぬ のだろう。 

のみならず 言葉 は 不従順な 僕で ある。 私達 は屢 M 

言葉 の 為め に 裏切られる。 私達の 発した 言葉 は 私達が 

針 ほどの 誤謬 を 犯す や 否や、 すぐに 刃 を 反え して 私 

達に 切って かかる。 私達 は 自分の 言葉 故に 人の 前に 高 



いた こと を 知った。 私の 動乱 は そこから 芽生え はじめ 

た。 

或る人 は 私 を 偽善者で はない かと 疑った。 どうして 

そこに 疑いの 余地な どが あろう。 私 は 明かに 偽善者 だ。 

明かに 私 は 偽善者で ある。 そう 言明す るの が、 どれ 程 

偽善 的な 行為 である ぞ との 非難が 、 当然 喚び 起さ れ る 

の を 知らない 私で はない。 それ にもかかわらず 私 は 明 

かに 偽善者で あると 言明せ ねばならぬ。 私は屢 M 私自 

身に 顧慮す る 以上に 外界に 顧慮して いるから だ。 それ 

は 悲しい 事に は 私が 弱い からだ。 私 は 弱い者の 有ら ゆ 

る 窮策に よく 通じてい る。 僅かな 原因です ぐ 陥った 一 



きたいと 思う。 それ は 偽善者 もまた 心 窃かに 苦しんで 

いると いう 一 事 だ。 考えて 見ても ほしい。 多少の 強さ 

と 弱さと を 同時に 持ち 合わして いるものが、 二つの 力 

の 矛盾 を 感じないで いられよ うか。 矛盾 を 感じながら 

平然とし て そこ に 無恥の 安住 を の み 続け ている ことが 

出来よう か。 

偽善者よ、 お前 は 全く ひどい 目に 遇わされた。 それ 

は 当然な 事 だ。 お前 は 本当に 不愉快な 人間 だから。 お 

前 はいつ でも 然リ然 り 否々 といい 切る ことが 出来ない 

から。 J,l 時で もお 前に は 陰険な わけへだてが 附 きまつ 

はず か 

わって いるから。 お前 は 憎まれて いい。 辱 しめられ 



ていい。 悪魔 視 されて いい。 然しお 前の 心の 隅の 人知 

れぬ 苦痛 を そっと 眺めて やる 人 はない のか。 お前が 人 

並に 見られたい 為め に、 お前 自身に さえ 隠そうと 企て 

ている その 人知れぬ 苦痛 を 一 寸 でも 暖かく 触ろうと い 

う 人 はない のか。 偽善者よ、 私 は 自身 偽善者で あるが 

故によ くそれ を 知っている。 義人の すぐ 隣に 住む と考 

えられて いる 罪人 (己れ の 罪 を 知って それ を 悲しむ 人) 

は 自分の 強味と 弱味との 矛盾 を 声高く 叫び 得る 幸福な 

人達な の だ。 罪人の 持つ もの も 偽善者の 持つ もの も畢 

竟は 同じな の だ。 ただ 罪人 は 叫ぶ。 それ を 神が 聞く。 

偽善者 は 叫ぼうと する 程に 強さ を 持ち 合わして いない。 



故に 神 は 聞かない。 それだけの 差 だと 私に は 思える。 

よき サマリ ャ 人と 悪しき サド カイ 人と は、 隣り合せ に 

住んで いるので はない か。 偽善者なる 私 は屢. A 他人 を 

偽善者と 呼んだ。 今にして 私 は それ を 悲しく 思う。 何 

故に 私 は 人と 人との 距てを こんなに 大きく しょうと は 

したろう。 

こう 云った とて 私 は、 世の 義人に 偽善者 を 裁く 手心 

を ゆるめて 貰いたい と 歎願す るので はない。 偽善者 は 

何とい つ て も 義人から きびしく 裁かれる ふしだら さ を 

持って いる。 私 はた だ 偽善者 も その 心の 片隅に は 人に 

示す のを敢 てし ない 苦痛 を 持って いると いう 事 を 知つ 



隣人から 模範的の 青年と して 取り扱われ たこと は、 私 

の 誇りと してで はなく、 私の みじめな 懺悔と していう 

ことが 出来る。 

けれども 私 は 本当 は 神 を 知って はいなかった の だ。 

神 を知リ 神に よりすが ると 宣言した 手前、 強いて 私の 

言行 を そ の 宣 言 にあて はめて いたに 過ぎ なかった の だ _ 

それらが 如何に 弱さの 生み出す 空想に よ つ て 色 濃く 

彩られて いたか は、 私が 見事に 人の 眼 をく らまして 

いたので も 察する ことが 出来る。 

この 時 若し 私に 人の 眼の 前に 罪 を 犯す だけの 強さが 

あったなら、 即ち 私の 顧慮の 対象なる 外界と 私と を 絶 



いた こと を 知った。 私の 動乱 は そこから 芽生え はじめ 

た。 その 動乱の 中 を 私 は そろそろと 自分の 方へ と 帰つ 

て 行った。 目指す 故郷 はいつ の 間に か 遙に距 つてし 

つまず 

まい、 そして 私は屢 M 蹉 いた けれども、 それでも 動乱 

に 動乱 を 重ねながら そろそろと 故郷の 方へ と 帰つ て 

行った。 

四 

長い 廻り 道。 

その 長い 廻り 道 を 短く する に は、 自分の 生活に 対す 



ぬではなかった。 然し それ は 結局 私ではなかった。 

物 を 見る 事、 物 を それ 自身の 生命に 於て あやまたず 

捕捉す る 事、 それ は 私が 考えて いたよう に 容易な こと 

ではない。 それ を 成就し 得た 人 こそ は 世に 類，' なく 幸 

福な 人 だ。 私 は 見ようと 欲しないで はなかった。 然し 

わき ま 

見る という ことの 本当の 意味 を 弁 えていた といえ よ 

うか。 握み 得た と 思う ものが 暫く するとい つの 間に 

か 影法師に 過ぎぬ の を 発見す るの は 苦い 味 だ。 私は自 

さばく 

分の 心 を 沙漠の 砂の 中に 眼 だけ を 埋めて、 猶 人から 己 

おお だちょう 

れの姿 を 隠し 終せ たと 信ずる 駝鳥の ように も 思う。 駝 

鳥が 一 つの 機能の 働き だけ を 隠す ことによって、 全体 



を 隠し 得た と 思い こむ のと 反対に、 私 は 一 つの 機能 だ 

け を 働かす ことによって、 私の 全体 を 働かして いると 

信ずる ことが 屢 M ある。 こうして 眺められた 私の 個性 

は、 整った 矛盾の ない 姿 を 私に 描いて 見せて くれる よ 

うだ けれども、 見て いる 中に そこに は 何等の 生命 もな 

いこと が 明かに なって 来る。 それ は 感激な くして 書か 

た きんしゅう 

れた 詩の よう だ。 又 着る 人 もな く 裁 たれた 錦繡 のよ 

うだ。 美しく とも、 価 高く あがなわれても、 有りな が 

か い じんかい 

ら 有る 甲斐の ない 塵芥 に 過ぎな い 。 

私が 私自身に 帰ろうと して、 外界 を 機縁に して 私の 

当 化 を 築き上げよ うとした 試み は、 空しい 失敗に 終ら 



ねばならなかった。 

聡明に して 上品な 人 は屢. A 仮 象に 満足す る。 満足す 

とな 

ると いうより は、 人の 現象と 称える もの も、 人の 実在 

ひっきよ う 

と 称える もの も、 畢竟 は 意識の —— それ 自身が 仮 象 

であると ころの —— 仮初めな 遊戯に 過ぎない と 傍観す 

る。 そこに 何等かの 執着 をつな ぎ、 葛藤 を 加える の は ■ 

そほん 

要するに 下 根 粗笨な 外面 的 見 断に 支配され ての 迷妄に 

過ぎない。 それらの 境 を 静かに 超越して、 嬰児の 戯れ 

を 見る 老翁の ように 凡ての 努力と 蹉跌との 上に、 淋し 

い 微笑 を 送ろうと する。 そこに は 冷やかな、 然し 皮相 

でない 上品 さが 漂って いる。 或は 又 凡て を 《かれ 凡て を 



ではない か。 その 意気の 尊 さはいう まで もない。 然し 

その 尊 さの 蔭に は 尊 さその もの を も!^ ら せる ような 淋 

しさが 潜んで いる。 

ただ 私 は 私自身 を 私に 恰好な ように 守 つ て 行きた い _ 

それだけ は 私に 許される 事 だと 思う の だ。 そして その 

立場から いうと 私 はかの 聡明に して 上品な 人々 と 同情 

の 人で ある ことが 出来ない。 私に はま ださ もしい 未練 

が 残って いて、 凡て を 仮 象の 戯れ だと 見て 心 を 安んじ 

ている ことが 出来ない。 そこに は 上品と か 聡明と かい 

はる 

うこと から 遙 かに 遠ざかった 多くの vulgarity が 残つ 

ぼんげ 

ている の を 私自身よ く 承知して いる。 私 は 全く 凡 下な 



も 存分にし み 通って、 私 は 始めて 主義の 人の 心 持 を 察 

する ことが 出来た。 あの人々 は 生命の 空虚から 救い出 

されたい 為め に、 他人の 自由にまで 踏み込んでも、 力 

の 限り を 一 つの 極に 向って 用いつつ あるの だ。 それ は 

或る 場合に は 他人に と つ て 迷惑な ことであろう とも、 

その 人々 に 取って は 致命的に 必要な ことなの だ。 主義 

の 為め に は 生命 を 捨てても その 生命の 緊張 を 保とうと 

する その 心 持 はよ く 解る。 

然しながら 私に は 生命 を 賭しても 主張すべき 主義が 

ない。 主義と いうべき もの は あると しても、 それが 為 

めに 私自身 を 見失う ま でに その 為め に 没頭す る - J とが 



だ。 そして 何等かの 手段 を 運ら して この 絶大の 威力と 

調和し 若しくは 妥協しょう とさえ 試みて いたのだった。 

しかも それ は 私の場合に 於て は 凡て 失敗に 終った。 そ 

ういう 試み は 一 時 的に 多少 私の 不安 を 撫でさす つてく 

れた としても、 更に 深い 不安に 導く 媒 になる に 過ぎ 

なかった。 私 はか かる 試み をす る 始めから、 何 かどう 

しても その 境遇で は 満足し 得ない 予感 を 持ち、 そして 

それが いつでも 事実に なって 現われた。 私 はどうして 

も それらの ものの 前に at tiome に 自分自身 を 感ずる 

ことが 出来なかった。 

それ は 私が 大胆で か つ 誠実であった からで はない。 



偽善者なる 私に も 少しば かりの 誠実 はあった と 云える 

かも 知れない。 けれど 少く とも 大胆ではなかった。 私 

は 弱かった の だ。 

誰でも 弱い 人が いかなる 心の 状態に あるか を 知って 

いる。 何物に も 信頼す る 事の 出来ない のが 弱い 人の 特 

長 だ。 しかも 何物に か 信頼し ないで はいられな いのが 

うさぎ 

他の 特長 だ。 兎 は 弱い 動物 だ。 その 耳 はやむ 時な き 

猜疑に 震えて いる。 彼 は 頑丈な 石 窟に身 を 託する 事 

も、 幽 si な 深 林に その 住居 を 構える こと も 出来ない。 

彼 は 小さな 藪の 中に 彼らし い 穴 を 掘る。 そして 雷が 

鳴っても、 雨が 来ても、 風が 吹いても、 犬に 追われて 



別たねば ならぬ。 その 人々 はもう 私に 呆れねば ならぬ 

時が 来た。 私 はしょう ことなしに 弱さに 純一に なりつ 

つ、 益 M 強い 人々 との 交渉から 身 を 退けて 行く からだ。 

ニイ チェ は 弱い 人だった。 彼 もまた 弱い 人の 通性と し 

て 頑固に 自分に 執着した。 そこから 彼の 超人の 哲学 は 

生れ 出た が、 そして それ は 強い 人に 恰好な 背景 を 与え 

る 結果に はなった が、 それ を 解して 彼が 強かった から 

だと 思う の は 大きな 錯誤と いわねば ならぬ。 ルッソ— 

でも ショ— ぺ ン ハウェル でも 等しく そうではなかった 

か。 強い 人 は 幸に して 偉人と なり、 義人と なり、 君子 

となり、 節婦と なり、 忠臣と なる。 弱い 人 はまた 幸に 



して 一個の 尋常な 人間と なる。 それ は 人々 の 好き好き 

だ。 私 は 弱い が 故に 後者 を 選ぶ 外に 途が 残されて いな 

かった の だ。 

運命 は 畢竟 不公平で ある ことがない。 彼等に は 彼等 

の もの を 与え、 私に は 私の もの を 与えて くれる。 しか 

も 両者 は 一 度 は 相 失う 程に 分れ 別れても、 1| 時 か は 何 

処 かで 十字路 頭に ふと 出 遇う のではないだろう か。 そ 

れは 然し 私が 顧慮す るに は 及ばない こと だ。 私 は 私の 

ま つ し ぐら 

道 を 驀地に 走って 行く 外 はない。 で、 私 は 更に この 

筆 を 続けて 行く。 



り、 死に 近づきつつ ある もので あり、 奥行の ない 現象 

である。 私 は S ぼ わば 地球の 外部 だ。 単純に 見る とそ こ 

に は 渾沌と 単一と が あるば かりと も 思われよう。 けれ 

ども その実 質 をよ く 考えて みると、 それ は 他の 星の 世 

界と 同じ 実質で あり、 その 中に 潜む 力 は 一 瞬時に して、 

地殻 を 思いのままに 破壊す る こと も 出来、 新たに 地表 

を 生み出す こと も 出来る の だ。 私と お前と は 或る 意味 

にれ て 同じ もの だ。 然し 他の 意味に 於て 較べ ものに な 

ら ない 程 違った もの だ。 地球の 内部 は 外部から は 見ら 

れ ない。 外部から 見て、 一番よ く 気の つく 所 は 何と 

いっても 表面 だ。 だから 人 は 私に 注意せ ずに、 お前ば 



うに 人間的 だ。 私の 今の この 瞬間の 誇り は、 全力 を挙 

げて 何の 躊躇 もな く 人間的で あると いう ことに 帰す る- 

私の 所に 悪魔 だと か 天使 だと か、 お前の 頭の 中で、 こ 

ね 上げた 偶像 を 持って来て くれるな。 お前が 生きな け 

れ ばなら ない この 現在に とって、 それらの ものと お前 

との 間に は 無益 有害な 広い 距離が 挾まって いる。 

お前が 私の 極印 を 押された 許可 状 を 持たずに、 霊 か 

ら引 放した 肉 だけにお 前の 身売り をす ると、 そこに 実 

質の ない 悪魔と いう ものが、 さも 厳めし い 実質 を 備え 

たらしく 立ち 現われる の だ。 又お 前が 肉から 強いて 引 

き 離した 霊 だけに 身売り をす ると、 そこに 実質の ない 



と をす るのに、 尤もらしい 理由 を こしらえ 上げて いる- 

ま ね 

聖 人 や 英雄の 真似 をす るの は II も 少し 聞こえの いい 

言葉 遣 い を すれば II 聖人 や 英雄の 言行 を 学ぶ の は、 

やがて 聖人で も あり 英雄で も ある 素地 を 造る 第 一 歩 を 

なす もの だ。 我れ、 舜の言 を 言い、 舜の行 を 行わば、 

即ち 舜 のみと いう それで ある。 かくして、 お前 は 心 

すみ 

の 隅に 容易なら ぬ 矛盾と、 不安と、 情な さと を 感じな 

がら、 益 M 高く 虚妄な バ ベルの 塔 を 登り つめて 行こう 

とする の だ。 

悪い ことに は、 お前の そうした 態度 は、 社会の 習俗 

に は 都合よ く あてはまって 行く 態度な の だ。 人間の 生 



殊勝な 言行 さえして いれば、 社会 は 無事に 治ま つ て泰 

平な の だ。 社会 はお 前 を 褒め あげて、 お前に、 お前が 

ひそ 

心 窃かに 恥じねば ならぬ ような 過大な 報償 を 贈って よ 

こす。 お前 は 腹の 中で 心苦しい 苦笑い をしながら も、 

その 過分な 報償に 報 ゆるべく 益ぶ 私から 遠ざか つ て、 

心に もない 犬馬の労 を尽し つ つ 身 を 終ろうと する の だ- 

そんな こと をして、 お前が 外部の 圧迫の 下に、 虚偽 

な 生活 を 続けて いる 間に、 何時しか お前 は 私 を だしぬ 

いて、 思い も よらぬ 聖人と なり 英雄と なりおお せて し 

まう だろう。 その 時お 前 はもう お前 自身で はなくな つ 

て、 即ち 一個の 人間で はなくな つて、 人間の 皮 を 被つ 



るから だ。 その 醜い 姿 をお 前 はいつ しか 発見して 後悔 

せ ねばなら なくなる。 後悔した お前 はまた す > J す.、， J と 

私の 所まで 後戻りす るより 外に 道がない の だ。 

だからお 前 は 私の 全 支配の 下にい なければ ならない。 

お前 は 私に 抱擁 せられて 歩いて 行かなければ ならない。 

個性に 立ち 帰れ。 今までの お前の 名誉と、 功績と、 

誇りとの 凡て を 捨てて 私に 立ち 帰れ。 お前 は 生れる と 

から 外界と 接触し、 外界の 要求に よって 育て上げられ 

て 来た。 外界 は 謂わばお 前の 皮膚 を 包む 皮膚の ように 

なって いる。 お前の 個性 は 分化 拡張して、 しかも 稀薄 

な 内容に なって、 中心から 外部へ 散漫に 流出して し 



てこの 浅ましい 行為に よってお 前 は 本当の 人間の 生活 

を 阻害し、 生命の ない 生活の 残り 滓 を、 いやが 上に 人 

生の 路上に 塵芥と して 積み上げ るの だ。 花屋の 為め に 

一 本の 桜の 樹は 花ば かりの 生存 をして いても いい かも 

知れない。 その 結果 それが 枯れ 果てたら、 花屋 は 遠慮 

なく その 幹 を 切り倒して 他の 苗木 を 植える だろう から _ 

然し 人間の 生活の 中に 在る 一 人の 人間 はかくあって は 

ならない。 その 人間が 個性 を 失う の は、 取り もな おさ 

ず 社会 そのものの 生命 を 弱める こと だ。 

お前 も 一度 は 信仰の 門 をく ぐった ことがあろう。 人 

のす る こと を 自分 もして 見なければ、 何 か 物足りない 



経験 は 一度 もなかつ たの だ。 それ だからお 前の 祈り は、 

空に 向って 投げられた 石の ように、 冷たく、 力なく、 

再びお 前の 上に 落ちて 来る 外はなかった の だ。 それら 

の 苦々 しい 経験に 苦しんだ にもかかわらず、 お前 は 

頑固に もお 前 自身 を 欺いて、 それ を 精進と 思って いた。 

そしてお 前 自身 を 欺く ことによ つ て 他人 をまで 欺いて 

ヽ ii, -。 

レ , 

お前 はいつ でも 心に もない 言行に、 美しい 名 を 与え 

る 詐術 を 用いて いた。 然し それに 飽き 足らず 思 う 時が 

遂に 来ようと している。 まだ いくらか 誠実が 残って い 

たの はお 前に 取って 何たる 幸だった ろう。 お前 は 絶え 



便りな くも 心細く も 思われる ことに 違いない。 然し 私 

ちゆ-つちよ 

はお 前に 云う。 躊躇す るな。 お前が 外界に 向けて 拡 

しゅこん そろ 

げ ていた 鬚 根の 凡て を 抜き取って、 先 を 揃えて 私の 中 

に揷し 入れる がいい。 お前の 個性なる 私 は、 多くの 人 

の 個性に 比べて 見たら、 卑しく 劣った もので あろうけ 

れ ども、 お前に とって は、 私の 外により 完全な もの は 

ない の だ。 

かくてよ うやく 私に 帰って来た お前 は、 これまでお 

前が 外界に 対してし 慣れて いたよう に、 私 を 勝手次第 

に 切り こまざいて はならぬ。 お前が 外界と 交渉して い 

た 時の ように、 善悪 美醜と いうよう な 見方で、 強いて 



こと を。 だからお 前 は 安んじて、 確信 を もって、 お前 

の 道 を 選べば いいの だ。 精神と 物質と を、 個性と 仕事 

と を 互に 切り放した 文明が どれ 程 進歩しょう とも、 そ 

れは 無限の 沙漠に 流れ こむ 一 条の 河に 過ぎない。 それ 

はい つか 細って 枯れ はてて しまう。 

私 はこれ 以上 をもう お前に いうまい。 私 は 老婆 親切 

の 饒舌の 為め に 既に 余りに 疲れた。 然しお 前 は 少し 

動かされ たよう だな。 選ぶべき 道に 迷い 果てた お前の 

眼に は、 故郷 を 望み 得た ような 光が 私に 対して 浮んで 

いる。 憐れな 偽善者よ。 強さとの 平均から 常に 破れて、 

或る時 は 稍 M 強く、 或る時 は 強さ を 羨む 外にない 弱 



あろう けれども、 それらの もの はもう 無益に 繰り返さ 

れる 害がない。 煩悶 も 必ず 滋養 ある 食物と して 私に 役 

立つ だろう。 私の この 椅子に 身 を 託して、 私の 知り 得 

しる 

たと ころ を 主に 私自身の ために 書き 誌して おこうと 思 

う。 私 はこれ を 宣伝の 為め に 書く ので はない。 私の 経 

験 は 狭く 貧しく して、 とても そんな 普遍的な 訴え をな 

し 得ない こと を 私 はよ く 知っている。 ただ 私に 似た よ 

うな 心の 過程に 在る 少数の 人が これ を 読んで 僅かに で 

むく 

も 会心の 微笑 を酬 ゆる 事が あったら、 私自身 を 表現す 

る 喜びの 上に 更に 大きな 喜びが 加えられる ことになる _ 

秩序 もな く 系統 もな く、 ただ 喜び を も つ て 私 は 書き 



つづける。 

九 

セン ティ メンタ リズム、 リアリズム、 ロマン テ イシ 

ズム —— この 三つの イズム は、 その 何れ かを^く 人の 

資質に よって 決定 せられる。 或る人 は 過去に 現われた 

もの、 若しくは 現わる ベ かりし ものに 対して 愛着 を繫 

あ、 一 

ぐ。 そして 現在 を も 未来 を も 能う ベ くんば 過去と いう 

すべ 

基調に よって 導こうと する。 凡ての 美しい 夢 は、 経験 

の 結果から 生れ 出る。 経験 そのものから ではない。 そ 



その 比較の 上に 個性の 座 位 を 造ろうと する 虚ろな 企て 

に は 厭き 果てた の だ。 それ は 科学者が その 経験 物 を 取 

り 扱う 態度 を 直ちに 生命に あてはめよう とする 愚かな 

無駄な 企てで はない か。 科学者と 実験との 間に は 明か 

に 主客の 関係が ある。 然し 私と 私の 個性との 間に は寸 

かんげき 

分の 間隙 も 上下 もあって はならぬ。 凡ての 対立 は 私に 

あ つ て 消え去らなければ ならぬ。 

未来に ついても 私 は 同じ 事が 言い 得る と 思う。 私 を 

除いて 私の 未来 (といわず 未来の 全体) を 完成し 得る 

もの はない。 未来の 成行き を 考える 場合、 私と いう 一 

人の 人間 を 度外視して は、 未来の 相 は 成り立たない。 



て も、 それから 光線 そのものの 特質の 全体 を 知悉す る 

ことが 出来ぬ と 同様に、 智 情意の 現象 を 如何に 科学的 

に 探究しても、 心的 活動 そのもの を 握む こと は 思い も 

よらない。 帰納法 は 記述に のみ 役立つ。 然し 本体の 表 

現に は 役立たない。 この 簡単な 原理 は屢 M 閑却され る。 

科学に、 従って 科学的 研究に 絶大の 価値 をお こうと す 

る 現代に あって は、 帰納法の 根本的 欠陥 は往々 無 反省 

に 閑却され る。 

さて 私 は 岐路に 迷い込もうと したよう だ。 私 は 再び 

私の 当面の 問題に 帰って 行こう。 

外界の 剌戟を そのまま 受け入れる 生活 を 仮り に 習性 



的 生活 (habitual life) と 呼ぶ。 それ は 石の 生活と 同 

ひとところ 

様の 生活 だ。 石 は 外界の 刺戟な しに は 永久に 一所に 

あって、 永い 間の 中に ただ 減して 行く。 石の 方から 外 

界 に対して 働き かける 場合 は 絶無 だ。 私に は 下等動物 

といわれる ものに 通有な 性質が 残って いるよう に、 無 

機 物の 生活 さえが 膠着して いると 見える。 それ は 人 

の 生活が 最も 緩慢と なると ころに は 何時でも 現われる 

現象 だ。 私達の 祖先が 経験し 尽 した 事柄が、 更に 繰り 

返される に 当って は、 私達 はもう 自分の 能力 を 意識的 

に 働かす 必要はなくなる。 かかる 物事に 対する 生活 活 

動 は 単に 習性と いう 形での み 私達に 残される。 



なり 進んで 行きたい と 希う。 この 欲求の 緊張 は 私 を 

駆って 更に 異 つた 生活の 相 を 選ばし める。 

1 一 

それ を 名 づけて 私 は智的 生活 (intellectual life) と 

する 

この種の 生活に 於て、 私の 個性 は 始めて 独立の 存在 

を 明かに し、 外界との 対立 を 成就す る。 それ は 反射の 

生活で ある。 外界が 個性に 対して 働き かけた 時、 個性 

はこれ に対して 意識的の 反応 をす る。 即ち 経験と 反 



しんぴょう 

知識と 名 づける。 知識 を 整理す る 為め に 私 は 信憑す 

べき 一 定の 法則 を 造る。 かく 知識の 堆積の 上に 建て 上 

げられ た 法則 を 人々 は 道徳と 名 づける。 

道徳 は 対人 的な もの だとい う 見解 は 一 応 道理で は あ 

る けれども、 私 はそう は 思わない。 孤島に 上陸した ば 

かりの 孤独な ロビンソン • クル ー ソ ー にも 自己に 対し 

ての 道徳 はあった と 思う。 何等の 意味に 於て であれ、 

外界の 刺戟に 対して 自己 をより よくして 行こうと いう 

動向 は 道徳と はいえない だろう か。 クル— ソ— が 彼の 

じゅ-つき 

為め に 難破船まで 什器 食料 を 求めに 行った の は、 彼自 

身に 取っての 道徳ではなかった ろうか。 然し クル ー 



と 云おうと する の は、 思い 誤りで あり はしまい か。 道 

徳とは 自己と 外界 (それが 自然で あろうと 人間で あろ 

うと) との 知識に 基す る 正しい 自己の 立場の 決定で 

ある。 だから、 道徳 は 一人の 人の 上に も、 二人 以上の 

人々 の 間に も 当然 成り立た ねばならぬ もの だ。 但し 両 

方の 場合に 於て 道徳の 内容 は 知識の 変化と 共に 変化す 

る。 知識の 内容 は 外界の 変化と 共に 変化す る。 それ 故 

道徳 は 外界の 変化に つれて また 変化せ ざる を 得ぬ。 

世に は 道徳の 変 易 性 を 物 足らな く 思う 人が 少 くな い 

よう だ。 自分 を 律して 行くべき 唯一 の 規準が 絶えず 変 

化せねば ならぬ という 事 は、 直ちに 人間 生活の 不安定 



そのもの を 予想させる。 人間の 持って いる 道徳の 後に 

は 何 か 不変な 或る ものが あって、 変化し 易い 末流の 道 

徳も、 si わば そこに 仮り の 根ざし を 持つ ものに 相違な 

い。 不完全な 人間 は 一 気に その 普遍 不易の 道徳の 根元 

を 把握し がたい 為め に、 模索の 結果と して 誤って その 

一 部 を 彼等の 規準と する に 過ぎぬ。 一 部分で あるが 故 

に、 それ は 外界の 事情に よって は 修正の 必要 を 生ずる 

だろう けれども、 それ は 直ちに 徹底的に 道徳 そのもの 

の 変 易 性 を 証拠立てる ものに はならない。 そう 或る 

人々 は 考える かも 知れない。 

それでも 私 は 道徳の 内容 は 絶えず 変 易す る もの だと 



言い張りたい。 私に 普遍 不易に 感ぜられる もの は、 私 

に 内在す る 道徳 性で ある。 即ち 知識の 集成の 中から 必 

ず 自己 を 外界に 対して 律すべき 規準 を 造り 出そうと す 

る 動向 は、 その 内容 (緊張 度の 増減 は 論じないで) に 

於て 変化す る ことなく 自存す るの を 知っている。 然し 

道徳 性と 道徳と が 全く 異 つた 観念で あるの は、 誰でも 

わか はず 

容易に 判る il だ。 私に 取って は、 道徳の 内容の 変化す 

るの は 少しも 不思議で はない。 又 困る ことで もない。 

ただ 変えようと 思っても 変える ことの 出来な いのは、 

道徳 を 生み出そう とする 動向 だ。 そして その 内容が 変 

化する と 仮定す るの は 私に 取って 淋しい こと だ。 然し 



あん リ ゆ-つ 

然し 私 はこの 生活に 無上の 安立 を 得て、 更に 心の 

むな 

空し さ を 感ずる ことが ないか。 私 は 否と 答えなければ 

ならない。 私 は 長い 廻り 道の 末に、 尋ね あぐねた 故郷 

を 私の 個性に 見出した。 この 個性 は 外界に よって 

十重 r 一十 重に 囲まれて いる にもかかわらず、 個性 自身 

に 於て 満ち 足らねば ならぬ。 その 要求が 成就され る ま 

では 絶対に 飽きる ことがない。 智的 生活 は それ を 私に 

満たして くれた か。 満たして はくれ なかった。 何故な 

らば 智的 生活 は 何とい つ て も 二 元の 生活で あるから だ。 

そこに はい つで も 個性と 外界との 対立が 必要と せられ 

る。 私 は 自然 若しくは 人に 対して 或る 身構え をせ ねば 



ならぬ。 経験す る 私と 経験 を 強いる 外界と があって 知 

識は 生れ 出る。 努力 せんとす る 私と その 対象た る 外界 

があって 道徳 は 発生す る。 私が 知識 そのもの ではなく 

道徳 そのもの ではない。 それら は 私と 外界と を 合理的 

に 繋ぐ 橋梁に 過ぎない。 私 はこの 橋梁 即ち 手段 を 実 

在 そのものと 混同す る ことが 出来ない の だ。 私 はまた 

平安 を 欲する と共に 進歩 を 欲する。 潤色 

(elaboration) を 欲する と共に 創造 を 欲する。 平安 は 

既存の 事体の 調節 的 持続で あり、 進歩 は 既存の 事体の 

建設的 破棄で ある。 潤色 は 在る もの をより よくす る こ 

とで あり、 創造 は 在ら ざり しもの を あらしめ る ことで 



の 経験の 結果に よって 出来 上った もので あれ、 私の 経 

験 もまた それ を 裏書した もので なければ ならぬ。 私の 

経験が 若し その 知識の 基本と なった 経験と 全然 没交渉 

であったなら、 私 は 到底 それ を 自分の 用い 得る 知識と 

して 承認す る こと は 出来ない 害 だ。 だから 私の 有する 

きた 

知識と は、 要するに 私の 過去 を 整理し、 未来に 起リ来 

るべき 事件 を 取り扱う 上の 参考と なるべき 用具で ある _ 

私と 道徳と に 於け る 関係 もまた 全く 同様な 考え方に 

よって 定める ことが 出来る。 即ち 知識 も 道徳 も 既存の 

経験に 基いて 組み立てられ たもので、 それが そのまま 

役立った めに は、 私の 生活が 同一 軌道 を 繰り返し 繰り 



人の それよりも 強い。 平安 無事と いう こと は、 社会 生 

活の 基調と なりたがる。 だから 今の 程度の 人類 生活の 

様式 下にあって は、 個人的の 飛躍的 動向 を 無視 圧迫し 

て も、 智的 生活の 確立 を 希望す る。 現代の 政治 も、 教 

育 も、 学術 も、 産業 も、 大体に 於て はこの 智的 生活の 

強調と 実践と に その 目標 をお いている。 だから 若し 私 

が この種の 生活に のみ 安住して、 社会が 規定した 知識 

と 道徳と に 依拠して いたならば、 恐らく 社会から 最上 

の 報酬 を 与えられ るだろう。 そして 私の 外面 的な 生存 

権 は 最も 確実に 保障され るだろう。 そして 社会の 内容 

ますます 

は 益 M 平安と なり、 潤色され、 整然たる 形式の 下に 統 



一 二 

たとい 

ここまで は 縦 令 たどたどしい にせよ、 私の 言葉 は 私 

の 意味しょう とすると ころに 忠実であって くれた。 然 

しこれから 私が 書き連ねる 言葉 は、 恐らく 私の 使役に 

反抗す るだろう。 然し 縦 令 反抗す ると も 私 はこれ で 筆 

お むち-つ 

を擱 くこと は 出来ない。 私 は 言葉 を 鞭つ ことによ つ 

て 自分自身 を 鞭って 見る。 私 も 私の 言葉 もこの 個性 表 

つまず 

現の 困難な 仕事に 対して 蹉く かも 知れない。 ここ ま 

はんりょ 

で 私の 伴侶であった (恐らく は 少数の) 読者 も、 絶望 



して 私から 離れて しまう かも 知れない。 私 は その 時 読 

者の 忍耐の 弱さ を 不満に 思う よりも 私自身の 体験の 不 

十分 さ を 悲しむ 外 はない。 私 は 言葉の 堕落 を も 尤めま 

い。 かすかな 暗示 的 表出 をた よりにして とにかく 私 は 

私自身 を 言 い 現わして 見よう。 

無 元から 二 元に、 二 元から 一元に。 保存から 整理に、 

整理から 創造に。 無 努力から 努力に、 努力から 超 努力 

に。 これらの 各 M の 過程の 最後の ものが 今 表現 せらる 

ベ く 私の 前に ある。 

個性の 緊張 は 私を拉 して 外界に 突貫せ しめる。 外界 

が 個性に 向って 働き かけない 中に、 個性が 進んで 外界 



に 働き かける。 即ち 個性 は 外界の 刺戟に よらず、 自己 

必然の 衝動に よって 自分の 生活 を 開始す る。 私 はこれ 

を 本能 的 生活 (imrmlsive life) と 仮称しょう。 

何が 私 をして この 衝動に 燃え立た せる か。 私 は 知ら 

ない。 然し 人 は 自然界の 中に この 衝動の 仮り の 姿を認 

める ことが 出来ないだろう か。 

こんせき 

地球が 造られた 始めに は そこに 痕跡 すら 有機物 は存 

在し なかった。 そこに、 或る時 期に 至って 有機物が 現 

われ 出た。 それ は 或る 科学者が 想像す るよう に 他の 星 

いんせき もたら 

体から 隕石に 混入して 地表に 齎 された としても、 少 

くと も 有機物の 存在に 不適当だった 地球 は、 いつの 間 



Mutation Theory が 実験的に 否認され る 時が 来たと 

しても、 私の 個性 は、 それ は 単に ド フリスの 実験の 

誤謬であって、 自然界の 誤謬で はない と 主張しょう。 

少く とも 地球の 上に は、 意識的で あると 然ら ざると に 

係わらず、 個性 認識、 個性 創造の 不思議な 力が 働いて 

いるの だ。 ベルグ ソンの いう 純粋 持続に 於け る 認識と 

体験 は 正しく 私の 個性が 承認す ると ころの もの だ。 個 

性の 中には 物理的の 時間 を 超越した 経験が ある。 意識 

の ふりかえりなる 所謂 反省に よって は 握め ない 経験 そ 

の ものが 認識と なって 現われ出る。 そこに はもう 自他 

の 区別 はない。 二元的な 対立 はない。 これ こそ は 本当 



の 生命の 赤裸々 な 表現で はない か。 私の 個性 は 永く こ 

の 境地への 帰還に あこがれ ていたの だ。 

例えば 大きな 水流 を 私 は 心に 描く。 私 は その 流れが 

# 処に源 を 発し、 何処に 流れ 去る のか を 知らない。 然 

しその 河 は漾々 として 無辺際から 無辺際 へと 流れて 行 

く。 私 は 又 その 河の 両岸 をな す 土壌の 何物で あるか を 

おくごう ねんしょ 

も 知らない。 然し それ はこの 河が 億劫の 年 所 を かけて 

自己の 中から 築き上げ たもので はなかろう か。 私の 個 

性 もまた その 河の 水の 一滴 だ。 その 水の 押し流れ る 力 

は 私を拉 して 何処かに 押し流して 行く。 或る時に は 私 

は 岸辺 近く 流れて 行く。 そして 岸辺との 摩擦に よって 



から。 だから 私 は 絶対に 自由な の だ。 そして 両岸の 摩 

擦の 影響 を 受けねば ならぬ 流域に 近づく に 従って、 私 

は 自分の 自由が 制限 せられて 来る の を 苦々 しく 感じな 

ければ ならない。 そこに 始めて 私自身の 外に 厳存す る 

運命の 手が 現われ出る。 私 は そこで は 否むべからざる 

宿命の 感じに おびえねば ならぬ。 河の 水 は 自らの 位置 

を 選択すべき 道 を 知らぬ。 然し 人間 は それ を 知ってい 

る。 そして その 選択 を 実行す る ことが 出来る。 それ は 

人間の 有する 自覚が させる 業で ある。 

人 は 運命の 主で あるか 奴隸 であるか。 この 問題 は 

屢 M 私達 を悒鬱 にす る。 この 問題の 決定的 批判な しに 



る。 だから 一 層 正しくい えば、 根柢 的な 人間の 生活 は 

自由なる 意志に よって 導かれ 得る の だ。 

同時に 本能の 生活に は 道徳 はない。 従って 努力 はな 

い。 この 生活 は 必至 的に 自由な 生活で ある。 必至に は 

二つの 道 はない。 二つの 道の ない 所に は 善悪の 選択 は 

ない。 故に それ は 道徳 を 超越す る。 自由 は sein で 

あって soUen ではない。 二つの 道の 間に 選ぶ ために 

ひとすじみち 

こそ 努力 は 必要と せられる けれども、 唯 一 筋道 を 自由 

に 押し 進む ところに 何の 努力の 助力が 要求され よう。 

私 は 創造の 為め に 遊戯す る。 私 は 努力し ない。 従つ 

て 努力に 成功す る こと も、 失敗す る こと もない。 成功 



する につけて、 運命に 対して 謙遜で ある 必要 はない。 

又 失敗す るに つけて 運命 を 顧みて 弁疏させる 必要 もな 

い。 凡ての 責任 は —— 若し それ を 強いて 言うならば I 

I 私の 中に ある。 凡ての 報償 は 私の 中に ある。 

例えば ここに 或る 田園が ある。 その 中には 田 疇と、 

山林と、 道路と、 家屋と が 散在して、 人々 は 各ぶ その 

或る 部分 を 私有し、 田園の 整理と 平安と に 勤 んで いる。 

他人の 畑 を 収穫す る もの は 罪に 問われる。 道路 を 歩ま 

ないで 山林 を 徘徊す る もの は 警戒され る。 それ はそう 

あるべき こと だ。 何故と いえば、 畑 は その 所有者の 生 

計の ために 存在し、 道路 は 旅人の 交通の ために 設けら 



創造的 動向が 彼 を 空しく 自滅せ しめる。 智的 生活の 世 

界 からこれ を 眺める と、 一 つの 愚かな 蹉跌と して 眼に 

映ず るか も 知れない。 たしかに 合理的で はない。 又 か 

かる 現象が 智的 生活の 禍 中に 発見され た 場合に は 道徳 

的で はない。 然し その 生活 を 生活した 当 体なる 一 つの 

個性に 取って は、 善悪、 合理 非合理の 閑 葛藤 を 揷 む 

べき 余地 はない。 かくば かり 緊張した 生活が、 自己 満 

足 を 以て 生活され た、 それが あるば かりだ。 智的 生活 

を 基調と して 生活し、 その 生活の 基準に 慣らされた 私 

達 は 動 M もす ると この 基準の み を 以て 凡ての 現象 を理 

智 的に 眺めて いはしな いか。 そして 智的 生活 を 一 歩 踏 



み 出した ところに、 更に 緊張した 純真な 生活が 伏在す 

るの を 見落す ような こと はない か。 若しそう した 態度 

にあるならば、 それ は ゆゆしき 誤 譲と いわねば ならぬ。 

人間の 創造的 生活 は その 瞬間に 停止して しまう からだ。 

マ J の 本能 的 に対して おぼろげながら も 推察の 出来ない 

社会 は、 豚の 如く 健全な 社会 だとい い 得る 外の 何物で 

も あり 得ない。 

自由なる 創造の 世界 は 遊戯の 世界で あり、 趣味の 世 

界 であり、 無 目的の 世界で ある。 努力 を 必要と しない 

が 故に 遊戯と 云った ので ある。 義務 を 必要と しないが 

故に 趣味と いったの である。 生活 そのものが 目的に 達 



する 手段で はない が 故に 無 目的と いったの である。 緩 

いにょう 

慢な、 回顧的な 生活に のみ 囲繞され ている 地上の 生活 

に 於て、 私 は その 最も 純粋に 近い 現われ を、 相愛の 極、 

健全な 愛人の 間に 結ばれる 抱擁に 於て 見^だす ことが 

出来る と 思う。 彼等の 床に 近づく 前に 道徳 知識の 世界 

は 影 を 隠して しまう。 二人の 男女 は 全く 愛の 本能の 

化身と なる。 その 時 彼等 は 彼等の 隣人 を 顧みない、 彼 

おもんぱか 

等の 生死 を 慮 ら ない。 二人 は 単に 愛の しるし を 与 

える ことと 受け取る ことと にの み 燃える。 そして 忘我 

的な、 苦痛に までの 有頂天、 それ は 極度に 緊張され た 

愛の 遊戯で ある。 その外に 何物で もない。 しかも その 



を 許しても らいたい。 何故なら、 私 は 本能 的 生活 を智 

的 生活の 上位に 置こうと 思う からだ。 誰でも 私の いう 

智的 生活 を 習性 的 生活の 上に おかぬ もの はなかろう。 

然し 本能 的 生活 を智的 生活の 上に おこうと する 場合に 

ち 5- つちよ 

なると、 多くの 人々 は そこに 躊躇 を 感じ はしない だ 

ろうか。 現在 人類の 生活が 智的 生活 を その 基調と して 

いると いう 点に 於て、 その 躊躇 は 無理の ない こと だと 

もい える。 単に 功利的な 立場から のみ 考えれば、 その 

躊躇 は 正当な こと だと さえい える。 然し 凡ての 生存 は、 

それが 本能の 及ぶ だけ 純粋なる 表現で ある 場合に 最も 

真で あると いう 大事な 要件が 許されるならば、 本能 的 



生活 は 私に とつ て智的 生活より もより 価値 ある 生活で 

ある。 若し 価値 を もって それ を 定める のが 不当なら ば ■ 

より 尊い 生活で ある。 しかも 私 はこの 生活の 内容 を 的 

確に 発想す る ， J とが 出来な い (それ はこ の 生活が 理智 

的 表現 を 超越して いるが 故で も ある)。 その 場合 私 は、 

比喩と 讃美と によって わずかに この 尊い 生活 を傯 ぶよ 

り 外に 道がない だろう。 

一 三 



本能と い う 言葉 を 用 いるに 当って 私 は 多少の 誤解 を 

こと 

恐れない ではない。 この 言葉 は 殊に 科学 によって その 

正しい 意味から 堕落 させられ ている。 というより は、 

科学が 素朴 的に 用いた この 言葉 を 俗衆が 徹底的に 歪め 

穢 してし まった。 然し 今 は それが 固有の 意味にまで 引 

き 上げられなければ ならない。 ベ ルグ ソン はこの 言葉 

を その 正しき 意味に 於て 用い 始めた。 ラッセル (私 は 

氏の 文章 を 一 度 も 読んだ ことがない けれども) もまた 

ベ ルグ ソン を 継承して、 この 言葉の 正当な 使用 を心懸 



れる。 この 野獣の 過去に までの 帰還 は、 また 本能の 分 

裂が 結果す ると ころの もので、 人間 を 人間と しての 荘 

厳の 座から 引きお ろす もので はない か。 私の 生活が 何 

等 かの 意味に 於て その 緊張 度 を 失い、 現実への 安立 

から 知らず知らず 未来 か 過去 かへ 遠ざかる 時、 必ず か 

かる 本能の 分裂が その 結果と して 現われ出 るの を 私 は 

よく 知っている。 私 は その 境地に あって 必ず 何等かの 

不満 を 感ずる。 そして 一 歩 を 誤れば、 その 不満 を 医 さ 

ますます ちょとつ 

んが 為め に、 益. A 本能の 分裂に 向って 猪突す る。 それ 

は危 い。 その 時 私 は 明かに 自己 を 葬るべき 墓穴を掘つ 

ている の だ。 それ を 何人も 救って くれる こと は 出来な 



理智 的に のみ 考察され るが 故に、 それ は 決して 生活の 

内部に あって 働く ままの 姿で は 認められない。 愛 は 生 

活から 仮り に 切り放されて、 一 つの 固定 的な 現象と し 

ての み 観察され る。 S ぼ わば 理智が 愛の 周囲 —— それ は 

いかに 綿密であろう とも —— のみ を 廻転し 囲繞して い 

る。 理智 的に その 結論が 她 何に 周 匝で 正確であろう 

とも、 それが 果して 本能なる 愛の 本体 を 把握し 得た 結 

論と いう ことが 出来る だろう か。 

本能 を 把握す るた めに は、 本能 を その 純粋な 形に 於 

て 理解す るた めに は、 本能 的 生活 中に 把握され る 外に 

道 はない。 体験の みが それ を 可能に する。 私の 体験 は、 



しく は 本能 を 主張して これ を 利己主義 というの なら、 

その 用語 は 正鵠 を 失して いる。 それ は 当然 愛他主義 愛 

己 主義と いう 言葉で 書き改められなければ ならない も 

の だ。 利と 愛との 両 語が 自明 的に 示す が 如く、 利 は 行 

為 或は 結果 を 現わす 言葉で、 愛 は 動機 或は 原因 を 現わ 

たまたま 

す 言葉 である からだ。 この 用語の 錯誤が 偶 M 愛の 本質 

と 作用と に対する 混同 を 暴露して はいないだろう か。 

即 ち 人 は 愛の 作用 を 見て 直ちに その 本質 を揣 摩し、 

これに 対して 本質に のみ 名づ くべ き 名称 を 与えて いる 

ので はない か。 又 人 は 愛が 他に 働く 動向 を 愛他主義と 

呼び、 己れ に 働く 動向 を 利己主義と 呼ぶなら わし を 



持って いる。 これ も 偶 M 人が 一種の 先入 僻見 を 以て 愛 

の 働き 方 を 見て いる 証拠に はならない だろう か。 二つ 

の 言葉の 中、 物質的な 聯想の 附帯す る 言葉 を 己れ へ の 

場合に 用い、 精神的な 聯想 を 起す 言葉 を 他への 場合に 

用いて いるの は、 恐らく 愛が 他 を 益す る 時 その 作用 を 

完 うし 得る という 既定の 観念に 制せられて いるの を 

現わして いるよう だ。 この 愛の 本質と 現象との 混淆 か 

ら、 私達の 理解 は 思い も よらぬ 迷宮に 迷い込む だろう。 

一 六 



れの 存在 を 見失った 時、 どうして 他との 交渉 を 持ち 得 

よう。 そして 交渉な き 他に どうして 私の 愛が 働き 得よ 

う。 だから 更に 切実にい うと、 他が 何等かの 状態に 於 

て 私の 中に 摂取され た 時に のみ、 私 は 他 を 愛して いる 

の だ。 然し 己れ の 中に 摂取され た 他 は、 本当 をい うと 

もう 他で はない。 明かに 己の 一部分 だ。 だから 私が 他 

を 愛して いる 場合 も、 本質的に いえば 他 を 愛する こと 

に 於て 己れ を 愛して いるの だ。 そして 己れ をのみ だ。 

但し 己 を 愛する と は 何事 を 示す のであろう。 私 は 己 

れを 愛して いる。 そこに は 聊かの 虚飾 もな く 誇張 も 

ごうまん 

ない。 又 それ を 傲慢な 云い 分と もす る こと は 出来ない- 



る ことはないだろう か。 然し その 推定 は 根柢 的に 的 を 

はずれた 悲しむべき 誤謬な の だ。 私が その 小鳥 を 愛す 

れば 愛する 程、 小鳥 はより 多く 私に 摂取され て、 私の 

生活と 不可避 的に 同化して しまう の だ。 唯 いつまでも 

分離して 見える の は、 その外 面 的な 形態の 関係 だけで 

ある。 小鳥の しば 鳴きに、 私 は 小鳥と 共に 或は 喜び 或 

は 悲しむ。 その 時 喜びな リ 悲しみな り は 小鳥の もので 

あると 共に、 私に とって は 私自身の もの だ。 私が 小鳥 

を 愛すれば 愛する ほど、 小鳥 はより 多く 私 そのもので 

ある。 私に とって は 小鳥 はもう 私 以外の 存在で はない。 

小鳥で はない。 小鳥 は 私 だ。 私が 小鳥 を！^ きる の だ。 



(The little is myself, and I live a live ひ 

bird" …… 英語に はこの 適切な 愛の 発想法が ある。 若 

しこの 表現 をうな ずく 人が あったら、 その 人 は 確かに 

私の 意味しょう とすると ころ をうな ずいて くれる だろ 

う。 私 は 小鳥 を 生きる の だ。 だから 私 は 美しい 籠と、 

新鮮な 食餌と、 やむ 時な き 愛撫と を 外物に 恵み 与えた 

覚え はない。 私 は 明かに それらの もの を 私自身に 与え 

ている の だ。 私 は 小鳥と その 所有物の 凡て を 残す とこ 

ろな く 外界から 私の 個性へ 奪い取って いるの だ。 見よ 

愛 は 放射す る エネ ルギ ー でもなければ 与える 本能で も 

ない。 愛 は 掠奪す る 烈しい 力 だ。 与える と 見る の は、 



の 働きの みは 近づ きが た き 神秘な 現われ として 感ぜ ら 

れる。 

愛 は 私の 個性 を哺 くむた めに 外界から 奪い 取って来 

る。 けれども その為め に 外界 は寸 毫も 失われる ことが 

ない。 例えば 私 は 愛に よって 力 ナリヤ を 私の 衷に 奪い 

取る。 けれども 力 ナリヤ は 奪わる る ことによって 幸福 

に はなる とも 不幸 福に はならない。 かの 小鳥 は少 くと 

も 物質的に 美しい 籠 (それ は 醜い 籠に あるよりも 確か 

にいい ことだろう) と 新鮮な 食餌と を 以て 富ませられ 

る。 物質の 法則 を 超越した この 神秘 は 私 を 存分に 驚か 

せ 感傷的に さえす る。 愛と いう 世界 は 何とい ういい 世 



ェ 的な 神秘主義に 強いて 一 般 的な 考え を 結び付けて 考 

える 結果に 過ぎな いので はない か。 

若し 愛が 片務 的に 動いた 場合に、 愛する という こと 

を 恩恵 を 施す という 如く 考えて いる 人に は、 愛する と 

いう 行為に 一 種の 自己満足 を 感ずる が 故に、 愛する 人 

の 受ける 心の 豊か さは 一 一倍に なると 主張す るなら、 そ 

れは 愛の 作用 を 没我的で なければ ならぬ と 強 言す る 愛 

他 主義者と して は ある まじき こと だとい わねば ならぬ- 

その 時 その 人 は 愛する ことによ つ て 明かに 報酬 を 得て 

いるから である。 報酬 を 得て (それが 人からで あろう 

と、 神からで あろうと)、 若しくは 報酬 を 得る こと を 期 



た 功利主義 としか 思われない。 物質的で ない にせよ、 

純粋に 精神的で あるに せよ (そんな 表面的な 区別 は 私 

に は 本当 は 通用 しないが、 仮り にある 人々 の 主張す る 

よ うな 言葉 遣 いに ならって)、 何等かの 報酬が 想像 さ 

れ ている 行為に 何の 献身 ぞ、 何の 犠牲 ぞ。 若し 偽善と 

いい 得べ くんば、 これ こそ 大 それた 忌 わしい 偽善で は 

ないか。 何故なら 当然 期待 さるべき 功利的な 結果 を、 

彼等 は 知らぬ顔に 少しも 功利的で ない ものの 如くに 主 

張す るから だ。 

或はい うか も 知れない。 愛する という こと は 人間 内 

部の 至上 命令 だ 。 愛する 時人 は 水が 低き に 流れる が 如 



く 愛する。 そこに は 何等 報酬の 予想な ど はない。 その 

結果が どうであろう とも 愛する 者 は 愛する の だ。 これ 

を 以て かの 報酬 を 目的に して 行為 を 起す 功利主義者と 

同 一 視す るの は、 人の 心の 絶妙の 働き を 知らぬ もの だ 

きべ ん 

と。 私 は それ を 詭弁 だと 思う。 一 度 愛した 経験 を 有す 

る もの は、 愛した 結果が 何んで あるか を 知っている、 

それ は 不可避 的に 何等かの 意味の 獲得 だ。 一度 この 経 

験 を 有った もの は、 再び 自分の 心の 働き を 利他主義な 

はず 

どと は 呼ばない 害 だ。 他に 殉 ずる 心な どと はいわない 

害 だ。 そういう こと は あまり 勿体ない ことで ある。 

愛 は 自己への 獲得で ある。 愛は惜 みなく 奪う もの だ _ 



トリ スは 凡ての 美しい ものの 運命に 似合わしく、 若く 

して この 世 を 去った。 文献に よれば ビヤ トリ スは 切な 

る ダンテの 熱愛に 触れ る ことなくして 世 を 終 つたら し 

い。 ダンテの 愛 は ビヤ ト リスと 相互 的に 通い 合わな 

かった (愛 は 相互 的に のみ 成り立つ とのみ 考える 人 は 

ここに 注意して ほしい)。 ダンテ だけが、 秘めた 心の 

中に 彼女 を 愛した。 しかも 彼 は 空しかった か。 ダンテ 

はいかに ビヤ ト リスから 奪った こと ぞ。 彼 は 一生の 間 

ビヤ トリ スを 浪費して なお 余る 程 この 愛人から 奪って 

いたで はない か。 彼の 生活 は 寂しかった。 骯髒 であつ 

た。 然しながら 強く 愛した ことのない 人々 の 淋し さと 



いうと この 外に 私の 生命 はない。 私 は 明かに 他 を 愛す 

る ことによって、 凡て を 自己に 取り入れて いるの を 承 

認 する。 若し 人が 私 を 利己主義者と 呼ぼうと ならば、 

私 はそう 呼ばれる の を 妨げない。 若し 必要ならば 愛 他 

的 利己主義者と 呼んでも かまわない。 t 苟 も 私が 自発 

的に 愛した 場合なら、 私 は 必ず 自分に 奪って いるの を 

知っている からだ。 

この 求心 的な 容赦な き 愛の 作用 こそ は、 凡ての 生物 

を 互に 結び付けさせた 因子で はない か。 野獣 を 見よ、 

她 何に 彼等の 愛の 作用 (相 奪う 状) が 端的に 現われて 

いるか を。 それが 人間に 至って、 全く 反対の 方向 を 取 



ると いうの か。 そんな 事が あり 得べき ではない。 ただ 

人間 は nicety の 仮面の 下に 自分 自ら を 瞞着 しょうと 

している の だ。 そして 人間 はたし かに この 偽瞞の 天罰 

を 被って いる。 それ は 野獣に はない、 人間に のみ 見る 

こんてい てき 

偽善の 出現 だ。 何故 愛 を その 根柢 的な 本質に 於ての み 

考える ことが 悪い の だ。 それ を その 本質に 於て 考える 

ことなしに は 人間の 生活に は 遂に 本当の 進歩 創作 は 持 

きた 

ち 来されない であろう。 

智的 生活の 動向 はいつ でも 本能 を 堕落 させ、 それ を 

第二義 的な 状態に 於ての み 利用す る。 智的 生活の 要求 

する もの は 平安 無事で ある。 この 生活に あって は、 愛 



二人 は 一人 だ。 そこに はもう 奪うべき 何物 もな く、 奪 

わるべき 何者 もない。 

だから その 場合 彼が 死ぬ こと は 私が 死ぬ こと だ。 殉 

死と か 情死と か はかくの 如くして 極めて 自然で あり 得 

る こと だ。 然し 二人の 愛が 互に 完全に 奪い合わないで 

いる 場合で も、 若し 私の 愛が 強烈に 働く ことが 出来れ 

ますます 

ば、 私の 生長 は 益 M 拡張する。 そして 或る 世界が —— 

時間と 空間 を さえ 撥 無す る ほどの 拡がり を 持 つ た 或る 

世界が —— 個性の 中に しっかりと 建立され る。 そし 

て その 世界の 持つ 飽 くこと なき 拡充 性が、 これまでの 

私の 習慣 を 破り、 生活 を 変え、 遂に は 弱い、 はかない 



私の 肉体 を 打 壊す るの だ。 破裂 させて しまう の だ。 

難 者の いう 自滅と は 畢竟 何 を さすの だろう。 それ 

は 単に 肉体の 亡滅を 指す に過ぎない ではない か。 私達 

は 人間で ある。 人間 は 必ずい つか 死ぬ。 ii: 時 か 肉体が 

亡びて しまう。 それ を 避ける こと はどうしても 出来な 

い。 然し 難 者が、 私が 愛した が 故に 死なねば ならぬ 場 

合、 私の 個性の 生長と 自由と が 失われて いると 考える 

の は 間違って いる。 それ は 個性の 亡失で はない。 肉体 

の 破滅 を 伴う まで 生長し 自由にな つ た 個性の 拡充 を 指 

している の だ。 愛な きが 故に、 個性の 充実 を 得 切らず 

に 定 命 なる もの を繫 いで 死なねば ならぬ 人が ある。 



愛 あるが 故に、 個性の 充実 を 完 うして 時なら ざるに 

死ぬ 人が ある。 然しながらぎ 謂定 命の 死、 不時の 死と 

は 誰が 完全に 決める ことが 出来る の だ。 愛が 完 うせら 

れた 時に 死ぬ、 即ち 個性が その 拡充 性 をな し 遂げて な 

お余り ある 時に 肉体 を 破る、 それ を定 命の 死と いわな 

いで 何処に 正しい 定 命の 死が あろう。 愛した ものの 死 

ほど 心安い，. 潔 い 死 はない。 その他の 死 は 凡て 苦痛 だ。 

それ は 他の 為め に 自滅す るので はない。 自滅す る もの 

の 個性 は 死の 瞬間に 最上の 生長に 達して いるの だ。 即 

ち 人間と して 奪い 得る 凡ての もの を 奪い取って いるの 

だ。 個性が 充実して 他に 何の 望む ものな き 境地 を 人 は 



なった。 多くの 子 を その 父から 反 かせた。 ユダヤ 国 を 

かくらん 

攪乱 する おそれに よって その 愛国者 を 怒らせた。 では 

彼 は 何 をした か。 彼 は その 無上 愛に よって 三世に わ 

たっての 人類 を 自己の 内に 摂取して しまった。 それ だ 

けが 彼の 已 むに 己 まれぬ 事業だった の だ。 彼が 与えて 

与えて やまなかった 事実 は、 彼が 如何に 個性の 拡充に 

満足し、 自己に 与える こと を 喜び としたか を 証拠立て 

る ものである。 I 汝 自身の 如く 隣人 を 愛せよ」 といつ 

たの は 彼ではなかった か。 彼 は 確かに 自己 を 愛する そ 

の 法悦 を しみじみと 知っていた 最上 一 人と いう ことが 

しゅじよ-つ 

出来る。 彼に 若し、 その 愛に よって 衆生 を 摂取し 尽 



い。 然し 最も 彼 を 苦しめた もの は、 彼の 愛が その 掠奪 

の 事業 を 完全に 成就した か 否か を 迷った 瞬間に あった 

であろう。 然し 遂に 最後の 安心 は 来た 「父よ (父よ は 

愛よ である) 我れ わが 身 を 汝に委 ぬ」。 そして 本当に 

神々 しく、 その 辛酸に 痩せた 肉体 を、 最上の 満足の 為 

めに 脚の 下に 踏み 躪 つた。 

基督の 生涯の 何処に 義務が あり、 犠牲が あるの だろ 

う。 人は屢 M いう、 基督 は 有らゆる もの を 犠牲に 供し、 

救世主た るの 義務の 故に、 凡ての 迫害と 窮乏と を 甘受 

し、 十字架の 死 を さえ 敢えて 堪え忍んだ。 だからお 前 

達 は 基督の 受難に よって 罪から あがなわれ たの だ。 お 



前 達 もまた 彼に ならって、 犠牲 献身の 生活 を 送らな け 

れ ばなら ない と。 私 は 私 一個と して 基督が 私達に 遺し 

て 行った 生活 を かく 考える こと はどうしても 出来ない- 

基督 は 与える こと を 苦痛と する ような 愛の 貧乏人で は 

決してなかった の だ。 基督 は 私達 を 既に 彼の 中に 奪つ 

さ さ や 

て しまったの だ。 彼 は 私の 耳に 囁いて いう、 「基督の 

愛 は 世の 凡ての 高き もの、 清き もの、 美しき もの を摂 

取し 尽 した。 悪しき もの、 醜き もの も 又 私に 摂取され 

て 浄化した。 眼 を 開いて 基督の 所有の 如何に 豊富で あ 

るか を 見る がいい。 基督が 与え かつ 施した と 見える も 

の 凡て は、 実は 凡て 基督 自身に 与え 施して いたの だ。 



ま ね 

愛せ ざ ると ころに 愛する 真似 をし て はならぬ。 憎ま 

ざると こ ろに 憎む 真似 をし て はならぬ。 若し 人間が 守 

る ベ き 至 上 命令が あると すれば この 外にはないだろう _ 

愛 は 烈しい 働きの 力で あるが 故に、 これ を 逆用す る も 

きず つ いや 

の は その 場に 傷 けられなければ ならぬ。 その 人 は 癒 

すべ からざる 諦 めか 不平 か を 以て その 傷 を 繃帯す る 

外道 は あるまい。 

愛 は 自足して なお 余りが ある。 愛 は 嘗て 物 ほしげ な 

る 容貌 をした ことがない。 物 ほしげ なる 顔 を 慎めよ。 



X 

基督 は 「汝等 互に さばくな かれ」 といった。 その 言 

葉 は 普通 受け取られ ている 以上の 意味 を 持って いる。 

何故なら 愛の 生活 は 愛する もの 一 人に かかわる こと だ。 

その 結果が どうであった としたと ころが、 他人 は 絶対 

に それ を 判断すべき 尺度 を 持って いない。 然るに 智的 

生活に 於て は 心外に 規定され た 尺度が ある。 人 は 誰で 

も その 尺度に あてはめて、 或る人の 行為 を 測定す る こ 

とが 出来る。 だから 基督の 言葉 は智的 生活に あて はむ 

べき もので はない。 基督 は 愛の 生活の 如何なる もので 

あるか を 知って おられた の だ。 ただ その 現われに 於て 



X 

女 は 持つ 愛 は あらわ だけれ ども 小さい。 男の 持つ 愛 

は 大きい けれども 遮られて いる。 そして 大きい 愛 は 

しばしば 

屢 M あらわな 愛に 打 負かされる。 

X 

ダヴィンチ は 「知る ことが 愛する こと だ」 といった- 

愛する ， J とが 知る こと だ。 

人の 生活の 必至 最 極の 要求 は 自己の 完成で ある。 社 

会 を 完成す る ことが 自己の 完成で あり、 自己の 完成が 

りんね 

やがて 社会の 完成と なるとい う 如き は、 現象の 輪廻 相 



つに したと 私 は 聞かされ ている。 私 はそう は 思わない _ 

本能の 本質 は 所有 的 動向で ある。 そして その 作用の 結 

果が 創造で ある。 

何故に 恋愛が 屡ぶ 芸術の 主題と なる か。 芸術 は 愛の 

可及的 純粋な 表現で ある。 そして 恋愛 は 人間の 他の 行 

まさ インテンシティ フ 

為に 勝って 愛の 集約的な、 そして 全体 的な 作用で あ 

るから だ。 

試みに 没我的 愛他主義者に 問いたい。 あなたが その 

主義 を 主張す るよう になって から、 あなた は あなた 自 



うに。 

X 

そう 

一艘の 船が 海賊船の 重囲に 陥った。 若し 敗れたら、 

もくず くだ 

海の 藻屑と ならなければ ならない。 若し 降ったら、 賊 

の 刀の 銷と ならなければ ならない。 この 危機に あって、 

船員 は銘々 が 最も 端的に その 生命 を 死の 脅威から 救い 

出そうと する だろう。 そして その 必死の 努力が 同時に、 

その 船の 安全 を 希 わせ、 船中に あって 彼と 協力すべき 

人々 の 安全 を 希 わせる だろう。 各員の 間に は 言わず 語 

ら ずの 中に、 完全な 共同作業が 行われる だろう、 この 

同じ 心 持で 人類が 常に 生きて いたら。 少く とも 事な き 



は 習慣の 痂 が 固着して いない。 その 心 は 痛々 しい 程 

にむ き 出しで 鋭敏 だ。 私達 は 物 を 見る ところに 物に 捕 

われる。 彼 は 物 を 見る ところに 物 を 捕える。 物 その も 

のの 本質に 於て これ を 捕える。 そして 睿智の 始めなる 

神々 しい 驚異の 念に ひたる。 そこに は 何等の 先入 的 

僻見がない。 これ こそ は 純真な 芸術的 態度 だ。 愛 はか 

くの 如き 階級 を 経て 最も 明かに 自己 を 表現す る。 

しばしば 

けれども 私達の 多く はこの 大事な 一 点を屢 M 顧みな 

いような 生活 をして はいない か。 ジェ— ムス は 古来 

色々 に 分派した 凡ての 哲学の 色 合 は、 結局 それ を その 

構成 者の 稟資 (temperament) に 帰す る ことが 出来る 



といつ ている。 これ は 至言 だとい わなければ ならぬ。 

私達の 生活の 様式に もまた 同様の ことが いわれる であ 

ろう。 或る人 は 前人が 残し 置いた 材料 を 利用して、 愛 

の (即ち 個性の) 表現 を 試みよう とする。 又 或る人 は 

愛の 純粋なる 表現 を 欲する が 故に 前人の 糟粕を 嘗めず、 

彼 自らの 表現 手段に 依ろうと する。 前者 はより 多く 智 

的 生活に 依拠し、 後者 はより 多く 本能 的 生活に 依拠せ 

ん とする ものである。 若し 更に ジェ ー ムスの 言葉 を 借 

りていえば、 前者 を strong-minded と 呼び、 後者 を 

と 呼ぶ ことが 出来よう か。 

智的 生活に 依拠して 個性 を 表現しょう とする 人 は、 



表現の 材料 を 多く 身 外に 求める。 例えば 石、 例えば 

が 裳、 例えば 軍隊、 例えば 権力。 そして 表現の 量に 重 

きをお いて、 深く その 質 を 省みない。 表現 材料の 精選 

よりも その 排列に 重き をお く。 「始めて 美人 を 花に 譬 

えた 人 は 天才で あるが、 二番目に 同じ こと をい つた 人 

は 馬鹿 だ」 とヴ オル テ ー ル がいった。 少く とも 智的生 

活に 固執す る 人 は 美人 を 花に 譬える 創意 的な こと はし 

な い。 然し それ を 百合の 花 若しくは 薔薇の 花に 譬える 

こと はしない 限りで ない。 その 点に 於て 彼 は 明かに 馬 

鹿で ない ことが 出来る。 十分に 智者で さえ あり 得る。 

然し その 人 は 個性の 表現に 於て delicacy の 尊 さ を 多 



けれども 幸いに して 人類 はかくの 如き 稟資 の 人ば か 

りから は 成り立って いない。 そこに はもつ と 愛の 純真 

な 表現 を 可能なら しめよう とする 人が ある。 そうしな 

いで はいられない 人が ある。 そのために は 彼 は 一見 彼 

に 利益ら しく 見える 結果に も 惑わされない。 彼に は専 

念すべき ただ 一 事が ある。 それ は 彼の 力の 及ぶ かぎり、 

愛の 純粋な 表現 を 成就しょう という こと だ。 縦 4p その 

人が 政治に かかわって いようが、 生産に 従事して いよ 

うが、 税吏で あろうが、 娼婦で あろうが、 その 粗雑な 

生活 材料の ゆるす 限りに 於て 最上の 生活 を 目指して い 

るので ある。 それらの 人々 の 生活 は そのまま よき 芸術 



石が 積まれた 後でなければ、 そこに は 私 は 現われ出て 

来ない。 何故 そんな こと をして いねば ならぬ かと、 私 

は 時々 自分 を 歯がゆく 思う。 それ は 明かに 愛の 要求に 

対する 私の 感受性が 不十分で あるから である。 私に 

もっと 鋭敏な 感受性が あったなら、 私 は 凡て を 捨てて 

せ つ ぜん 

詩に 走った であろう。 そこに は 詩人の 世界が 截然と し 

て 創り 上げられ ている。 私達 は 殆んど 言葉 を 飛躍して 

そ の 後ろ の 実質に 這 入り， J むこ とが 出来る。 そして そ 

の 実質 は 驚くべく 純粋 だ。 

或はい う 人が あるか も 知れない。 私達の 生活 は 昔の 

みとお 

ような 素朴な 単純な 生活で はない。 それ は 見 透し のつ 



然しながら 形象の 模倣 再現から 這 入 つ た y J の 芸術 は 永 

くその 伝統から 遁れ 出る ことが 出来ないで、 その 色 そ 

の 面 を 形の 奴婢に のみ 充てて いた。 色 は 物象の 面と 空 

間と を 埋める ために、 面 は 物象の 量と 積と を 表わす た 

ぼつ こ-つ 

めに のみ 用いられた。 そして 印象派の 勃興 はこの 固定 

かす 

概念に 幽かな ゆるぎ を 与えた。 即ち 絵画の 方向に 於て、 

色と 色との 関係に 価値 をお くこと が 考えつ けられた。 

色が 何 を 表わす かとい うこと より、 色と 色との 関係の 

中に 何が 現われね ばなら ぬかと 云う ことが 注意され 出 

した。 これ は 物質から 色の 解放への 第一歩で あらねば 

ならぬ。 しかし この 傾向 は 未来派に 至って 極度に 高調 



人が いうならば、 その 人の 為め に は、 文学の 領内に 詩 

と 小説と が 併存す るよう に、 これまでの ような 絵画 を 

存続 させて おくの もまた 妨げないだろう。 然しながら 

美術家 の 個性が 益. A 高調せられ ねばならぬ 時 はやが て 

来る だろう。 その 時に なって 未来派の ような 傾向が 起 

るの は、 私の 立場から いうと、 極めて 自然な ことで あ 

ると いわねば ならぬ の だ。 

人間 は 十分に 恵まれて いる。 私達 は 愛の 自己 表現の 

動向 を 満足すべき 有らゆる 手段 を 持って いる。 厘毛の 

利 を 争う ことから 神 を 創る ことに 至る まで、 偽らずに 

内部の 要求に 耳 を 傾ける 人 ほど、 彼は裕 かに 恵まれる 



許される ことで はない か。 そう 或る人 は 私に 詰問す る 

かも 知れない。 私 は その 人に 問い返して 見よう。 あな 

たが 考える 前に 先ず あなた を その 男の 位置に おけ。 あ 

なた が 肉 慾 的に のみ その 少女 を 欲して いるのに、 あな 

たは その 少女に 近づく 時 (全く 固定 的な 道徳 観念 を 度 

外視 しても)、 何等の 不満 を も あなたの 個性に 感じな 

かった か。 あなた はまた あなたと 見知らない 少女の 姿 

全体に、 極度の 恐怖と 憎悪と を 見出したろう。 あなた 

は それに 少しで も 打 たれなかった か。 そして そこに 苦 

い 味 を 感じなかった か。 若し あなたに 人並みの 心が あ 

るなら、 私の この 問に 応じて 否と 答える の 外 は ある ま 



い。 だから 私 はいう。 その 場合 あなたが 本能の 衝動ら 

しく 思った もの は、 精神から 切り放された 肉 慾の 衝動 

にし か 過ぎなかった の だ。 だから あなた は その 衝動 を 

行為に 移す 第一 の 瞬間に 既に 見事に 罰せられて しまつ 

たの だ。 若し あなたが 本当に 本能の (個性 全体の) 衝 

動に よって その 少女 を 欲するなら、 あなた は 先ず その 

少女に あなたの 切ない 愛 を 打ち明け るだろう。 そして 

少女が 若し あなたの 愛に 酬いるならば、 その 時 あなた 

- つち 

は その 少女 を あなたの 衷に 奪い取り、 少女 はまた あな 

た を 彼女の 衷に 奪い取る だろう。 その 時 あなたと 少女 

と は 二人に して 一人 だ (前に もい つた 如く)。 そして 



あなた は 十分な 飽満な 感じ を 以て 心と 肉と において 彼 

女と 一体と なること が 出来る。 その 時、 その 事の 前に 

何等の 不満 もな く、 その 事の 後に は 美しい 飽満が ある 

ばかりだろう。 (これ は 余事に わたるが 好奇な 人の た 

めに 附け 加えて おく。 若し 少女が その 人の 愛に 酬いる 

こと を 拒まねば ならな か つ た 場合 はどう だ。 その 場合 

でも 彼の 個性 は 愛した ことによって 生長す る。 悲しみ 

も 痛み もまた 本能の 糧だ。 少女 は 永久に 彼の 衷に 生き 

るだろう。 そして 更に 附け 加える ことが 許されるなら ■ 

彼の 肉 慾 は 著しく その 働き を 減ずる だろう。 そこに は 

事件の 精神 化が おのずから 行われる の だ。 若し 然し そ 



である。 若し 彼が 或る 動機から、 猛然と しても との 自 

己に 眼 覚める 程 緊張したならば その 時 彼 は 本能 的 生活 

の 圏内に 帰還して いるの だ。 だから 智的 生活の 圏内に 

力な 

於け る 生活に あって こそ、 知識 も 道徳 もなくて 叶わぬ 

かっとう 

ものであるが、 本能 的 生活の 葛藤に あって は、 智的生 

活の 生んだ 規範 は、 単に その 傷 を 醜く 蔽ぅ 繃帯に すら 

あたらぬ こと を 知る だろう)。 その 時 精神 は 精神で は 

なく、 肉 慾 は 肉 慾で はない。 両者 は 全く その 区別 を 没 

して、 愛の 統 流の 中に 溶け こんで しまう。 単なる 形の 

はなはだ 

似よりから 凡ての 現われと 同じ ものと 見る の は、 甚 

ぐまい 

しき 愚昧な 見 断で ある。 



識は それ をす る こと も 許し はしない。 

然し 私 はこうい うこと を 申し出して 見たい。 ケ ー ベ 

ル 博士が その カント 論に 於て 「生物学に 於て 取り扱わ 

ひっきよ う 

れる 動物 本能 は、 畢竟 人間に ある 本能の 投影に 過ぎ 

コン フォ— ム かえ 

ない。 認識 作用が 事物に 遵 合する ので はなく、 却つ 

て 事物 (現象と しての) が 認識 作用に 遵 合する ので あ 

る」 といった 言葉 は、 単に 唯心論 者の 常套語と ばかり 

はいい 退けて しまう ことが 出来ない。 そこに は 動かす 

ことの 出来な い 実際的 睿智が 動いて いるの を 私 は 感ず 

おも 

る ことが 出来る。 惟う に 動物に は、 ダ ー ウィンが 発見 

した 以外に 幾多の 本能が 潜んで いるに 相違ない。 そし 



て それが より 以上の 本能の 力に よって 統合され ている 

に 相違ない。 然しながら 十九 世紀の 生物学者 は、 眼覚 

めかけて 来た 個性の 要求 (それ は 十八 世紀の 仏国の 哲 

学者 等に 負う ところが 多いだろう) と 社会の 要求との 

間に 或る 広い 距離 を 感じた のではなかった ろうか。 そ 

きわだ 

して 動物 中に 行われる 現状 打破の 本能 を 際立って 著し 

いものと 認めた のではなかった ろうか。 然し その 時 学 

者 達の 頭の 中には、 個性 は 社会 を 組織す る 或る 小さな 

因子と しての み 映って いたろう。 しかの みならず 科学 

的 研究 法の 必然的な 条件と して、 凡ての もの を 二元的 

に 見る ことに s ら されて いた。 彼等 は ひとりでに 個性 



覚的 であるの を 区別した。 自覚 と は 普遍 智の 要求 を 意 

味す る。 個性 はも はや 個性の 社会に 対する 本能 的 要求 

を 以て 満足せ ず、 個性 自身、 その 全体の 満足の 中に の 

み 満足す る。 そこに は 競争すべき 外界 もな く、 扶助す 

べき 外界 もない。 人間 は 愛の 抱擁にまで 急ぐ。 彼の 愛 

の 動く ところ、 凡ての 外界 は 即ち 彼 だ。 我の 正しい 生 

長と 完成、 この 外に 結局 何が あろう ぞ。 

(以下 十 余 行 内務省の 注意に より 抹殺) 

私 はこの 本質から 出発した 社会生活 改造の 法式 を 説 

くこと はしまい と 思う。 それ はおの ずから その 人が あ 

る。 私 は 単に ここに 一個の 示唆 を 提供す る ことによ つ 



招致した か。 それ は 宗教が 全く 智的 生活の 羈 幹に 自己 

を 委ね 終った からで ある。 宗教 は その 生命 を 自分自身 

の 中に 見出す こと を 忘れて、 社会的 生活に 全然 遵 合 

ぎょうこう 

する ことによって、 その 存在 を 僥倖しょう としたか 

らだ。 国家に は 治者と 被治者と があって、 その 間に は 

動向の 根柢 的な 衝突が 行われる。 宗教 は 無 反省に もこ 

の 概念 を 取って、 自分に 適用した。 神 (つまり 私 はこ 

こで 信仰の 対象 を 指して いるの だ。 その 名 は 何んでも 

いい) は 宗教 界 にあって、 国家に 於け る 主権者の 位置 

にある。 彼 は 人から あらゆる 捧げ もの を 要求す る。 人 

の 生活 は 畢竟 神の 前にあって は 無に 等しい。 神 は 凡て 



の 権能の 主体で ある。 人 は 神の 前にあって 無で ある こ 

と を 栄誉と しなければ ならない。 神に 対し 自己 を 犠牲 

にす る ことが 彼の 有する 唯一 の 権利 (若しそう いう 言 

葉が 使えるなら) である。 神の 欲する ところと 人の 欲 

すると ころとの 間に は、 渡らるべき 橋 も 綱 もない。 神 

と 人と は 全く 本質 を 異にした 二 元と して 対立して いる。 

国家の 組織が 無 反省に そのまま 人民に よって 肯定せ 

られ ていた 時代に は、 この 神人 関係の 概念 もまた 無 反 

省に 受 取られる ことが 出来たろう。 然し 個性の 欲求が 、 

愛の 動向が、 体 達せられた 今にあって は、 この 神人 関 

の 矛盾 は 直ちに 苦慮と なって、 個性に よって 感ぜら 



自己と を 対立させる が 故に、 人間 は 堕落す るの だ。 神 

の 要求 は そのまま 人間の 要求で なければ ならぬ の だ。 

お前 は それ を すら 知らないで、 一 体 何ん の囈言 をい お 

うとす るの だと。 然 らば 私 は その 人に 向って 問いたい _ 

それなら 何故 今でも 教壇の 上から やむ ことなく 犠牲の 

義務と 献身の 徳 とが 高調して 説かれなければ ならない 

のだろう。 神 は 嘗て 犠牲 を 払い 献身 を 敢えてし たか 

(基督教 徒 はこ こで 基督の 生涯 を 引照す るだろう。 然 

し 基督の 生涯が 犠牲で も 献身で もない こと は 前に 説い 

た)。 然るに 現在 教壇から は、 神に ない ものが 人間に 

あらねば ならぬ として 要求され ている の はどうし たこ 



生じた 時よりも 古い ことに 相違ない。 

性の 殊別は 生殖の 結果 を 健全に し 確固たら しめんが 

ために 自然が 案出した 妙算 であるの は 疑うべき 余地の 

ない こと だ。 その 変体が 色々 な 形 を 取って 起り、 或る 

時 は その 本務 的な 目的から 全く 切り放された プラト 

ニック. ラヴ ともなり、 又 かかる 関係の 中に、 人類が 

思い も かけぬ よき 収得 をす る 場合 もないで はない。 私 

はか かる 現象の 出現 を も 十分に 許す ことが 出来る。 然 

しそれ は 決して 性的 任務の 常道で はない。 だから 私が 

男女 関係の 或る 狂いと いったの は、 男女が 分担すべき 

生殖 現象の 狂い を 指す ことになる。 男女の その他の 関 



係が いかに 都合よ く 運ばれて いても、 若し この 点が 

狂って いるなら、 結局 男女の 関係 は 狂って いるので あ 

る。 

既に 業に 多くの 科学者 や 思想家が 申し出た よう に 、 

女性 は 産児と 哺育との 負担から して、 実生活の 活動 を 

男性に 依託せ ねばならなかった。 男性 は 野の 獣が ある 

ように、 始めは 甘んじて、 勇んで この 分業に 従事した。 

けれども 長い 歳月の 間に、 男性 は その 活動に よって 

ますます 

益 M その 心身の 能力 を 発達せ しめ、 女性の 能力 は 或る 

退 縮 を 結果す ると 共に、 益ぶ 活動の 範囲 を 狭めて 行つ 

て、 遂に は その 活動 を 全く 稼穡の 事に のみ 限る ように 



なった。 こうなる と 男性 は 女性の 分 を も 負担して 活動 

せねば ならぬ 故に、 生活の 荷 は 苦痛と して 男性の 肩 上 

にか かって 来た。 男性 はかくて この 苦痛の 不満 を齪す 

べき 報償 を 女性に 要求す るに 至った。 女性 は 然し この 

時に 於て は、 実生活の 仕事の 上で 男性に 何物 を か 提供 

すべき 能力 を 失い 果てて いた。 女性に は 単に 彼女の 肉 

体が あるば かりだった。 そして その 点から 

rM-ostitution は 始まった の だ。 女性 は 忍んで 彼女の 肉 

体 を 男性に 提供す る こと を 余儀なく された の だ。 かく 

て 女性 は 遂に 男性の 奴隸 となり 終った。 そして 女性 は 

自らが 在る 以上に 自分 を 肉 慾 的に する 必要 を 感じた。 



こと ふんそう きわ 

女性に 殊に 著しい 美的 扮装 (これ は 極めて 外面 的の。 

しばしば ねりぎぬ つづれ 

女性 は 屡 M 練 絹の 外衣の 下に 襤褸の 肉 衣 を 着る)、 本 

きょうたい しっし しゅうとめ 

能の 如き 嬌態、 女性 間の 嫉視 反目 ( 姑 と 嫁、 妻と 

小姑の 関係 はいう まで も あるまい。 私 はよ く 婦人から 

同性 中に 心 を 許し 合う ことの 出来る 友人の ない こと を 

聞かされる) は そこから 生れ 出る。 男性 は 女性からの 

この 提供 物 を 受取った ことによって、 又 自分 自ら を 罰 

せなければ ならなかった。 彼 は 先ず 自分の 家の 中に 暴 

らんしよ-つ 

虐性を 植えつ けた。 専制政治の 濫觴 を ここに 造り 上 

げた。 そして 更に 悪い ことに は、 その 生んだ 子に 於て、 

彼等 以上の 肉 慾 性 を 発揮す る もの を 見出さねば ならな 



かった。 

これ は 私が いわないでも 多くの 読者 は 知って そして 

肯ん ずる 事実で あろうと 思う。 私 はこ こで この 男女 関 

係の 狂いが 何故 最も 悪い 狂いで あるか をい いたい。 こ 

の 堕落 の 過程に 於て 最も 悪 いこと は、 人間が その 本能 

的 要求 を智的 要求にまで 引き下げ たという 点に あるの 

だ。 男女の 愛 は 本能の 表現と して 純粋に 近く かつ 全体 

的な ものである。 同性 間の 愛に あって は 本能 は 分裂し 

て、 精神的 (若し 同性 間に 異性関係の 仮想が 成立し な 

ければ) という 一方 面に のみ 表現され る。 親子の 愛に 

しても、 兄弟の 愛に しても 皆 等しい。 然し 男女の 愛に 



の 強権 を 保護され、 女性 はまた この 制度の 庇護に よつ 

て その 生存 を 保障され る。 そして かくの 如き 空虚な 集 

団 生活の 必然的な 結果と して、 愛な き 所に 多数の 子女 

が 生産され る。 そして 彼等 は 親の 保護 を 必要と する 現 

在の 社会に あって (私 は 親の 保護 を 必要と しない 社会 

を 予想して いるが 故に かくいう の だ) 親の 愛な くして 

育たねば ならぬ。 そして 又 一方に は、 縦 令 愛する 男女 

でも、 家族 を 形造るべき 財産がない ために、 結婚の 形 

式 を 取らずに 結婚 すれば、 その子 は 私生児と して 生涯 

隣保の 擯斥 を 受けねば ならぬ。 

社会から いったならば、 かかる 欠陥 は 縦 令 必然的に 



ニイ チェが 「私 は 自分が 主張 を 固執す るた めに 焼き 

殺される 場合が あったら、 それ を 避けよう。 主張の 固 

執 は 私の 生命に 値い する ほど 重大な もので はない。 然 

し 主張 を 変じた が 故に 焼き殺され ねばならぬ というの 

なら、 私 は 甘んじて 焼かれよう。 それ は 死に 値い する」 

という 意味の こと をい つたそう だ。 この 逆説 は 正し 

いと 私 は 思う。 生命の 向上 は 思想の 変化 を 結果す る。 

思想の 変化 は 主張の 変化 を 予想す る。 生きん とする も 

の は、 既成の 主張 を 以て 自己 を金& りに して はなる ま 

ヽ 
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